
市
内
南
西
部
に
位
置
す
る
長
岡
第
八
小
学
校
区
は
、

平
安
時
代
の
古
道
久
我
畷

こ
が
な
わ
て

、
国
の
史
跡
で
あ
る
恵
解
山

い
げ
の
や
ま

古
墳
、
安
土
桃
山
時
代
の
勝
龍
寺
城
跡
な
ど
、
全
国
的

に
知
ら
れ
た
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
遺
跡

の
周
辺
に
、
長
岡
京
の
調
査
研
究
の
歩
み
を
紹
介
し
た

中
山
修
一
記
念
館
、
恵
解
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
鉄
製

武
器
を
実
物
大
の
写
真
で
復
元
し
た
収
蔵
庫
の
展
示
室

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
小
畑
川
と
犬
川
が
合
流
す
る
西
岸
の
段

丘
上
に
分
布
す
る
南
栗
ヶ
塚
遺
跡
か
ら
、
後
期
旧
石
器

時
代
の
石
器
類
、
弥
生
時
代
中
期
の
方
形
周
溝
墓

ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ

群
、

長
岡
京
期
か
ら
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
群
、
鎌
倉
時

代
の
土
器
埋
納
坑
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
地

は
、
長
岡
京
廃
都
後
に
長
岡
京
の
南
に
移
転
し
た
山
城

国
府
跡
の
候
補
地
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
古
文
書
や
城
郭
史
の
研
究
に
よ
る
と
、
室
町

時
代
後
期
の
勝
龍
寺
城
は
、
幕
府
の
守
護
所
（
地
方
行

政
機
関
）
と
な
っ
て
お
り
、
中
世
乙
訓
の
政
治
と
軍
事

の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
各
時
代
の
遺
跡
が
連
綿
と
営
ま
れ
、

乙
訓
の
代
表
的
な
遺
跡
が
立
地
す
る
背
景
の
一
つ
に
、

地
形
条
件
の
良
さ
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
小
畑
川
の
川
筋

に
沿
っ
て
延
び
る
低
位
段
丘
先
端
部
の
勝
龍
寺
城
と
、

犬
川
以
南
の
段
丘
縁
の
氾
濫
原

は
ん
ら
ん
げ
ん

に
立
地
す
る
恵
解
山
古

墳
は
、
桂
川
ま
で
つ
づ
く
後
背
低
地

こ
う
は
い
て
い
ち

か
ら
見
る
と
、
そ

の
偉
容
が
よ
り
際
立
っ
て
見
え
た
で
し
ょ
う
。

一
方
、
段
丘
上
を
通
る
古
道
と
久
我
畷
、
小
畑
川
か

ら
桂
川
、
淀
川
に
至
る
水
陸
の
利
便
性
は
高
く
、
こ
れ

ら
の
条
件
は
、
時
代
を
越
え
て
遺
跡
の
立
地
に
影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●ホームページ http://www.city.nagaokakyo.kyoto.jp/ ●24時間市政案内「テレホンガイド長岡京」 !953-7776

＜両親から一言＞　三姉妹の末っ子なので、何でもお姉
ちゃんたちと同じことをしたがるしっかり者です。これ
からも、お姉ちゃんたちと仲良く元気に大きくなってね。
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＜両親から一言＞　家事を手伝ってくれる美玖は瑛斗の
面倒もよくみてくれます。３日で２歳になる瑛斗はお姉
ちゃんと一緒によく遊びます。２人とも元気に育ってネ

長
八
小
学
校
区
の
遺
跡

―
遺
跡
の
分
布
と
地
形
―

浅井 美玖
み く

ちゃん
（4歳10カ月）

瑛斗
え い と

ちゃん
（1歳11カ月）

神足雲宮

並川 菜々子
な な こ

ちゃん
（3歳3カ月）

友岡一丁目

▲小畑川と犬川の西岸一帯（南から） ▲地形条件と主な遺跡
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